
最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト

1 a 396 332 119.3% a 1.00

2 c 86.4 88.5 97.6% d 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

ｂ ｂ

２　市民生活実感評価 *この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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施策番号 1703

施策名 食や生活環境の安全・安心の確保

　食の安全・安心の確保や公共の場での禁煙の推進等，地域における衛生的で文化
的な生活環境の向上により，市民や観光客の健康を守る取組を推進する。

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

第２期京都市食の安全安心推進計画
健康長寿・笑顔のまち・京都推進プラン

担当局・部室

上位政策 17　保健衛生・医療

保健福祉局・医療衛生推進室

5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価

平成
30年度

令和元年度評価

前回値

指標名

‐

１　客観指標評価

施策の評価

‐

‐ ‐ ‐

ａ

‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐



３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ｂ ａ

☑

☑

＜この施策を構成する事務事業＞

123,536 179,750

49,689 49,159

126,689 127,722

2,688 2,733

64,360 73,683

91,400 100,179

1,680 1,680

694 695

20,926 26,047

77,067 81,192

67,406 59,325

411,601 430,927

16,952 0

429,152 500,475

1,796 0

52,010 83,148

566,625 0

557,602 607,530

＜今後の方向性＞

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

・食品等事業者及び市民に対する食の安全・安心に対する意識向上と正しい知識の普及に向けた啓発事業を行い，食
の安全性が確保され，安心して食生活を営むことができる京のまちの実現を目指す。
・学校における喫煙防止教育の実施など，教育委員会と連携した取組や，禁煙推進に取り組む民間団体との連携，共
汗・融合の観点から総合的な施策の推進に取り組んでいく。

16 京都市深草墓園 － 保健福祉局

17 中央斎場整備（火葬炉の改修） － 保健福祉局

18 衛生環境研究所運営 良い 保健福祉局

13 京都動物愛護センタードッグランの防音壁工事 － 保健福祉局

14 「民泊」対策事業 かなり良い 保健福祉局

15 中央斎場動物炉の整備（火葬炉の改修） － 保健福祉局

2 食鳥検査 良い

3 食の安全・安心 良い

4 家庭用品衛生対策 良い

今後の方向性の検討

事業名

事業費の状況（千円） 令和元年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局平成30年度
決算額

令和元年度
予算額

1 たばこ対策推進事業 良い

平
成
30
年
度

A

（重み付けの理由）

　食品に対する安心感や公共の場での禁煙状況等については，全ての市民の生活に密接に関わる施
策であるため，市民生活実感調査を重視する。

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

平
成
29
年
度

A

（原因分析）市民生活実感調査総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

A
施策の目的が十分に達成されている

保健福祉局良い

重み付け

（原因分析）客観指標総合評価

保健福祉局

☑　市民の実感□　客観指標

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

良い

良い

良い

保健福祉局

保健福祉局

保健福祉局

5 そ族昆虫駆除対策

6 営業関係（環境）

7 各種事業助成（京都府生活衛生営業指導センター研修活動事業補助金）

8 生活衛生関係営業者に対する相談業務委託

9 犬・猫の不妊手術 普通

10 狂犬病予防 良い

11 京都市市営墓地（旧：京都市共葬墓地） 良い

12 京都市中央斎場 良い



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 119.3%

数値 目標年次 達成度

数値 400 令和2年度 99.0%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成29 平成30 令和元

a a a

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 97.6%

数値 目標年次 達成度

数値 88.5 平成29年度 97.6%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

平成29 平成30 令和元

d c d

最新数値が
a: 目標値以上
b: 目標値と前年度実績の中間値以上
c: 目標値と前年度実績の中間値未満
d: 前年度実績と同数
e: 前年度実績未満

目標値については，平成29年度に88.5％を
達成するものとして各年度に達成すべき数
値を設定しており，目標値以上の場合をa
とし，以下ｂ～eとして基準を設定した。
(目標値　平成24年度86.2%，平成25年度
86.6%，平成26年度87.1%，平成27年度
87.6%，平成28年度88.0%，平成29年度
88.5%）

全国順位
中長期目標

増減なし 88.5

 算定に用いるデータの確
定時期の関係から平成29
年度の数値が最新値とな
る。

根拠

第2次たばこ対策行動指針

数値 根拠

中長期目標を達成するために当該年度
達成すべき数値

備考

86.4 86.4

指標名 40歳以上75歳未満の非喫煙者の割合（％）

担当課 健康長寿企画課 連絡先 ２２２－３４１９

受動喫煙防止による健康増進への進捗状況を
示す指標

算出方法：京都市国民健康保険特定健康診査受診者実
績から，非喫煙率を算出
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成28年度

40歳以上75歳未満のたばこを吸わない市民の割合

平成29年度

89人増 332

根拠

京プラン実施計画 第2ステージ

最新数値の目標値に対する達成度が
a:100%以上
b:95%以上～100%未満
c:90%以上～95%未満
d:85%以上～90%未満
e:85%未満

目標達成度100%以上をa，以下5%刻みで基
準を設定した。
年度別目標値
（平成28年度 266人，平成29年度 299人，
平成30年度 332人，令和元年度 365人，令
和2年度 400人）

全国順位

中長期目標

数値 根拠

令和2年度目標値の達成に向け，中長期
目標から各年度の目標を等差的に設定

備考

参加型リスクコミュニケーション事業への参加者数（人）

市民等の食の安全安心に関する理解の促進に
係る取組状況を示す指標

算出方法：全数調査
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

平成29年度 平成30年度

307 396

担当課 健康安全課 連絡先 ２２２－３４２９

施策名 1703 食や生活環境の安全・安心の確保

指標名 参加型リスクコミュニケーション事業への参加者数（人）


